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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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温 泉 ボ
ー
リ ン グ

カ
，ス タ ート

－ ８ 月 ３０日 ・ 起 工 式 －

【写真】，川目地区に建てられた温泉

ボーリングのやぐら。

▲

主

な

内

容

▼

２
～
３

む
ら
の
話
題

４
～
５

お
し
ら
せ

６
～
７

教
育
だ
よ
り

８
～
一
且

保
健
婦
だ
よ
り

１２
～
Ｂ

交
母
だ
よ
り

１４

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１５

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１６

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報 がありましたら、

総務課まで連絡ください。

む
ら
お
こ
し
企
画
酒
発
表
会

北
緯
四
一
度
匸
一
分

「
海

峡

浪

漫
」

日
本
酒
で
村
お
こ
し
を
Ｉ

ハ
月
二
十
四
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
（
ア
ル
ザ
ス
）
に
関
係
者
約

百
二
十
人
を
招

い
て
、
こ
の
ほ
ど

開
発

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本

酒
、
名
付
け
て
「
北
緯
四
一
度

匸
一
分
・
海
峡
浪
漫
」
の
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
「
ラ
ブ
リ
ー
さ

い
」

で
、
ヒ

バ
製
品
、
水
産
加

工
品
な
ど
を
全
国
に
「
ふ

る
さ

と
宅
配
便
」
で
出
荷
し
て
お
り
、

今
回
の
「
海
峡
浪
漫
」

も
特
産

品
の
一
つ
に
加
え
る
目
的
で
開

発
。
製
造
は
む
つ
市

の
関
酒
造

に
依
頼
し
た
も
の
で
、
ラ
ベ
ル

は
満
天
下
の
夜
の
津
軽
海
峡
の

海
と
空
を
あ
し
ら
っ
た
、
緑
の

瓶
に
青
の
ラ
ペ
ル
が
映
え
る
雰

囲
気
の
あ
る
外
観
と
な
っ
て

い

ま
す
。
発
表
会
で
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

募
集
で
入
選
し
名
付
け
親
に
な

っ
た
八
人
に
記
念
品

が
贈
ら
れ

た
の
に
続
き
「
海
峡
浪
漫
」

が

披
露
さ
れ
全
員
で
乾
杯
。
出
席

者
か
ら
「
飲
み
や
す
く
、
サ
ケ

タ
コ
の
燻
製
な
ど
海
の
幸
に
良

く
合
う
」
と
大
好
評
を
博
し
て

い
ま
し
た
。

「
海
峡
浪
漫
」
は

Ｉ
・
八
回

瓶
入
り
二
級
で
千
四
百
五
十
円
。

村
内

の
酒
店
で
販
売
さ
れ
て

い

ま
す
。

Ｗ「海峡浪漫」
▲ 発表会

牛

肉

に

舌

つ

づ

み

原
田

孵

ま
っ

り
Ｉ

九
月
二
日
、
原
田
牧
場
を
会

場
に
、
第
四
回
「
原
田
牛
ま
っ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か

ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
り
、
残

暑
の
中
で
額
に
汗
し
な
が
ら
、

地
元
産
の
牛
肉
に
舌
つ
づ
み
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
例
年
に
な
い
残

署
の
厳
し
い
日
と
な
り
、
水
銀

柱
も
う
な
ぎ
昇
り
。
津
軽
海
峡

役
場
は
第
二
・
第
四
土
曜
日

が
休
み
と
な
り
ま
す

村民生活に関連の深い
サービスなどは休みません

労

働

時

間

の

短

縮

が

背

景

に

働
く
人
た
ち
の
福
祉
向
上
を
図
り
、
豊
か
で
健
康
的

な
生
活
を
実
現
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
昭
和
六
十
二
年

に
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働
時
間
の
週
四
十
時

間
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
機
関
が
昨
年
一

月
か
ら
、
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
を
休
み
と
す
る「
土

曜
閉
广
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
で
は
、



を
望
む
原
田
牧
場
の
真
ん
中
で

は
、
焼
き
肉
の
煙
か
立
ち
上
り
、

熱
い
肉
を
食
べ
な
が
ら
、
冷
い

ビ
ー
ル
を
飲
み
干
す
姿
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

歌
謡
シ
ョ
ー
あ
り
、
草
原
で
は

原
田
牛
の
体
重
あ
て
ク
イ
ズ
や

牛
馬
力
大
会
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
、
干
草
積
み
大
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
、
牧
場
い
っ

ぱ
い
に
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

原田牛 まつり

中
国
青
年
来
村
青

年

団

と

交

流

深

め

る

東
北
・
北
海
道
青
年
団
体
連

絡
協
議
会
と
中
国
東
北
三
省
連

合
青
年
会
が
国
際
青
年
年
を
契

機
に
、
お
互
い
を
理
解
し
、
平

和
で
豊
か
な
圸
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
県
連
合
青
年
団
か

ら
村
連
合
青
年
団
に
中
国
青
年

受
け
入
れ
の
要
請
が
あ
り
、
団

員
の
国
際
理
解
の
一
助
に
し
よ

う
と
、
八
月
二
十
二
日
上

一
十

四
日
に
か
け
て
中
国
青
年
を
受

け
入
れ
交
流
を
し
ま
し
た
。

▼来村した中国青年のみなさん

［

県

青

年

大

会

］

九
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
五
所
川
原
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
三
十
九
回

青
森
県
青
年
大
会
に
、
村
連
合

青
年
団
で
は
四
十
名
の
選
手
役

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
青
年
大
会
は
県
下
の
青
年

活
動
を
し
て
い
る
仲
間
が
一
堂

に
恥
ハ
ス
４１
１
ツ
や
丈
叱
舌
助

の
発
表
す
る
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
県
内
の
各
市
町
村
の
青
年

と
の
交
流
に
も
重
点
を
お
い
て

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

村
連
合
青
年
団
で
は
村
の
Ｐ
Ｒ

に
一
役
か
お
う
と
、
今
年
発
表

さ
れ
た
「
海
峡
浪
漫
」
を
持
参

し
、
交
流
会
参
加
者
に
試
飲
し

て
も
ら
い
好
評
を
得
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

軟
式
野
球
（
一
回
戦
）

横
浜
町

３
－

１

佐
井
村

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
女
子
の
部
（
準
決
勝
）

三
戸
町
三

回

じ

Ｏ
佐
井
村

○
男
子
の
部
（
一
回
戦
）

竒
淪

亨

仲

巴

Ｏ
佐
井
村

卓
球佐
井
村

３
１
０

稲
垣
村

東
北
町

３
－

１

佐
井
村

嘔
血
に求
論
決
は
隼
憂
勝

昨
年
。一
月
か
ら
全
て
の
土
曜
日
を
休
む
、
完
全
週
休
二

日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
か
ら
、
地
域
全
体
が
労
働
時

間
の
短
縮
を
進
め
る
に
は
、
官
公
庁
や
金
融
機
関
な
ど

の
先
導
的
役
割
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
当
村
で
も
県
内

他
市
町
村
な
ど
と
同
じ
く
、
来
年
一
月
か
ら
土
曜
閉
庁

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

こ
れ
に
よ
り
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑

証
明
、納
税
証
明
、
資
産
証
明
な
ど
各
種
証
明
書
類
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
も
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
第
二
・
第
四

土
曜
日
、
日
曜
・
祝
祭
日
以
外
の
日
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。土
曜
閉
庁
の
実
施
に
あ
た
り
村
民
生
活
に
密
着
し
た

業
務
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
休
ま
ず
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
第
二
・
第
四
土
曜
日
も
業
務
を
行
う
と

こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
保
育
所
、
診
療
所
、
消
防
分
署
、
出
生
届
、
婚
姻
届
。

死
亡
届
の
受
付
、
火
埋
葬
許
可
書
の
発
行

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
、
内
容
で
来
年
一
月
か
ら
、
第

二
・
第
四
土
曜
日
を
閉
庁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一

問
い
合
せ

役
場
総
務
課



多

数

の

出

品

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

第

七

回

佐

井

村

物

産

展

十
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日

津
軽
海
峡
交
化
館
（
ア
ル

ザ

ス
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第

七
回
佐
井
村
物
産
展
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
年
度
佐

井
村
農
林
水
産
物
共
進
会

が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
村
民
の
み
な

さ
ん
が
苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た

農
林
水
産
物
や
、
そ
の
他
収
穫

さ
れ
た
物
、
ア
イ

デ
ア
の
品
々

を
、
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
出
品
物
受
付
期
日

平
成
二
年
十
月
二
十
六
日
の

午
前
中
ま
で
。

・
農
林
産
物
は
農
協
へ
、
水
産

物
は
漁
協
へ
、
そ
の
他
は
役

場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
品
要
領
・
規
格

・
出
品
物
に
は
名
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
村
内
に
居
住
す

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
出
品

で
き
ま
す
。

・
出
品
規
格
は
表
の
と
お
り
。

・
出
品
物
は
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す

る
方
は
、
出
品
時
に
そ
の
旨

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
表

彰

出
品
物
は
審
査
し
、
優
秀
な

も
の
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を

贈
り
ま
す
。

行

政

相

談

所

開

設

行
政
に
関
す
る
苦
情
等
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！

役
所
の
仕
事
（
年
金
、
登
記
、

保
険
、
道
路
、
公
害
、
教
育
な

ど
）
に
関
し
て
納
得
が
い
か
な

い
、
困
っ
て
い
る
、
要
望
し
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員

大
石
健
次
郎
昔
３８
－

五
四
二
二

人

権

相

談

所

開

設

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
・

夫
婦
問
の
悩
み
、
遺
産
相
続
、

老
後
の
扶
養
、
騒
音
、
悪
臭
公

害
、
土
地
境
界
の
争
い
、
交
通

事
故
に
伴
う
こ
と
そ
の
他
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

太
田
正
三

豊
３８
－

四
一
九
二

加
賀
亀
水
重
豊
３８
－

二
六
〇
七

佐
々
木
寛
昭
公
３８
－

二
二
七
六

心

配

ご

と

相

談

所

開

設

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
１・

生
計
の
維
持
（
扶
助
）
、
児

童
福
祉
、
心
身
障
害
者
福
祉
、

母
子
福
祉
、
老
人
福
祉
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
相
談
を
い

た
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
員

民
生
委
員
児
童
委
員

若
山
正
夫
容
３８
－

二
六
九
七

山
本

正
昔
３８
－

二
六
六
二

福
田
梅
吉
昔
３８
－

四
三
六
六

奈
毎
月
（
第
二
、
第
四
水
曜
旦

福
祉
事
務
所
に
よ
る
現
地
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費

生
活

相
談

所
開

設

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
疑
問
や
苦
情
が
あ
り
ま
せ

ん
か
！
訪
問
販
売
な
ど
で
高
価
な
品

物
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
い
お
悩

み
の
方
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
の
広

告
を
見
て
注
文
し
た
が
商
品
が

違
っ
て
い
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

出品 規格



で
お
困
り
の
方
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員

島
野
房
子
ａ
３８
－

二
六
〇
七

東

北

自

然

歩

道

（
新

奥

の

細

道
）

シ

ン

ボ

ル

マ

ー
ク
募
集

東
北
六
県
を
巡
り
、
自
然
を

探
勝
す
る
東
北
自
然
歩
道
（
新

奥
の
細
道
）
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

東
北
六
県
に
居
住
ま
た
は
勤

務
地
を
持
つ
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。

▼
応
募
方
法

①
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
大
き
さ

は
、
官
製（

ガ
キ
大
と
し
、
一

色
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

②
応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

勤
務
地
、

デ
ザ
イ
ン
の
テ
ー
マ

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
作
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

▼
締
め
切
り

１０
月
２７
日
（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
県
庁
観
光
物
産

課
（
○
一
七
七
（
二
二
）
一
一
一

一
内
線
四
一
八
〇
）
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

ユ

ペ

シ

ャ

リ
‐７〈

ト

ヘ

の

道

学

生

を

募

集

し

ま

す

県
立
八
戸
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
三
年

度
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
自
動
車
整
備
科
３０
名
（
二
年
間
）

・

建
設
機

械
整
備
科
２０
名
二

年
間
）

・
金
属
加
工
科
２０
名

三

年
間
）

・
工
業
設
備
科
２０
名
（
二
年
間
）

▼
募
集
対
象
者

高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
平

成
三
年
三
月
卒
業
見
込
み

の
者

▼
募
集
期
間

１０
月
２４
日
～
い１１Ｅ
月
２２
日

▼
年
間
経
費

授
業
料
は
無
料
、
教
科
書
等

の
線
用
は
年
間
八
～
九
万
円

程
度
。
寮
有
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

〒
○
三
九
－

二
二
八
戸
市
市
川

町
字
長
七
谷
地
一
丁

五
六
八

青
森
県
立
八
戸
高
等
技
術
専
門

校
昔
○
一
七
八
（
２８
）
六
八
一
一

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

の

通

信

講

座

学

習

を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
秋
の
生

涯
学
習
講
座
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め

の
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短

歌
、
。囲
碁
な
ど
六
十
九
講
座

で
す
。

▼
申
込
み
受
付

１０
月
３１
日
ま
で

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の

方
は
、
〒
二
八
八
－

○
一
東
京

都
国
立
市
富
士
見
台
ニ
ー
三
六

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ
五
十
一
係
に

講
座
名
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
（

ガ
キ
に
記

入
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。
案
内

書
は
無
料
で
す
。

合同相談所開設
お気軽にどうぞ。

秘密を守り

親身にお世話
いたします／

○日時 １０月１９囗（金）

午前１０時

Ｓ

午後３時

○場所 農業研修センター

※ご相談事項がござい ましたら、いつで

も各相談員 または役場民生相談課 まで。

電話、手紙などの方法でもかまい ませ

ん。

きのことりは
事故なく楽しく

今
年
も
ま
た
き
の
こ
と
り
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
毎
年
遭
難
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
た
び
遭
難
事
故
が
発
生

し
ま
す
と
、
多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
ほ
か
、
捜
索
の
費
用

も
本
人
や
家
族
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

き
の
こ
と
り
で
山
に
入

る
と

き
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
遭

難
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し

＝
入
山
心
得
十
章
＝

一
、
天
気
予
報
を
確
か
め
る
。

二
、
簡
易
雨
衣
、
マ

。
チ
の
は

か
食
料
を
多
め
に
持
つ
。

三
、
家
族
な
ど
に
山
の
コ

ー
ス
、

帰
宅
時
間
、
同
行
者
な
ど
を

知
ら
せ
て
お
く
。

四
、
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に

は
入
ら
な
い
。

五
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
行

動
を
す
る
。

六
、
団
体
の
と
き
は
、
集
合
時

間
、
場
所
、
コ
ー
ス
な
ど
を

よ
く
打
ち
合
せ
必
ず
守
る
。

七
、
山
に
入
っ
た
ら
お
互
い
に

呼
び
合
っ
て
位
置
を
連
絡
し

合
う
。

八
、
天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な

と
き
は
早
く
切
り
上
げ
る
。

九
、
道
に
迷
っ
た
ら
無
理
し
て

歩
き
回
ら
ず
、
小
枝
を
燃
や

す
な
ど
し
て
救
助
隊
に
知
ら

せ
る
方
法
を
と
る
。

十
、
帰
宅
予
定
時
刻
を
す
ぎ
て

も
帰
ら
な
い
と
き
は
、
警
察

に
知
ら
せ
る
。

＝
大
間
警
察
署
＝

９

二
七
－
ニ
ニ

ー
一



赦
育
だ
よ
り

私
の
学
級
経
営

佐
井
村
立
磯
谷
小
学
校

教

諭

原

穣

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
休
み
時
間
。
チ
ャ
イ
ム

が
な
る
と
、
毎
日
元
気
良
く
外

に
飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。
し

か
し
中
に
は
、
あ
ま
り
休
み
時

間
を
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い

な
い
子
が
、
ど
こ
の
学
級
に
も

い
る
も
の
で
す
。
教
室
の
中
で
、

ぽ
つ
ん
と
本
を
読
ん
で
い
た
り
、

外
に
行
っ
て
も
、
一
人
み
ん
な

と
違
う
と
こ
ろ
に
行
き
、

ぽ
つ

ん
と
遊
ん
で
い
た
り
す
る
の
で

す
。そ
う
い
う
子
は
勉
強
が
苦
手

だ
っ
た
り
、
運
動
が
あ
ま
り
得

意
で
は
な
か
っ
た
り
、
気
持
ち

か
弱
く
て
、
他
の
子
と
一
緒
に

上
手
に
遊
べ
な
か
っ
た
り
、
ま

た
逆
に
つ
い
つ
い
乱
暴
を
す
る

こ
と
が
多
が
っ
た
り
で
、

い
つ

し
か
こ
ん
な
状
態
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

学
級

が
そ
う
い
う
状
態
に
な

っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
学
級
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
（
勿

論
と
け
こ
め
な
い
で
い
る
子
に

と
っ
て
も
）
伸
び
て
い
く
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
す
。
学
級
の
み
ん

な
が
わ
け
へ
だ
て
な
く
、
仲
間

と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
そ
の
中
で
他
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
み
ん
な
の
心
に

育
っ
た
り
ノ

目
分
を
抑
え

る
こ

と
を
覚
え
た
り
、
み
ん
な
と
遊

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。
た
と
え
ば
気
持
ち

が
弱
く
て
み
ん
な
の
輪
の
中
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い

Ａ
君
の
場
合
に
は
…
…
…

「
先
生
、
そ
ろ
そ
ろ
席
替
え
し

ね
え
が
」

「
い
い
よ
。
た
だ
し
Ａ
君
が
一

人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
こ
と
」

「
先
生
、
組
作
っ
て
ゲ
ー
ム
や

る
び
ゃ
」

「
で
も
人
数
が
は
ん
ぱ
で
う
ま

く
組
分
け
で
き
る
か
な
」

「
先
生
が
Ａ
君
と
組
め
ば
ち
ょ

う
ど
い
い
よ
」

「
そ
れ
じ
ゃ
公
平
な
ゲ
ー
ム
に

な
ら
な
い
よ
」

「
Ａ
君
は
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ

か
ら
、
先
生
に
任
せ
て
お
い
て

自
分
達
は
楽
し
く
や
ろ
う
」

と
考
え
る
子
ど
も
た
ち
に
。

「
Ａ
君
も
同
じ
学
級
の
同
じ
仲

間
な
ん
だ
、
み
ん
な
と
Ｉ
緒
な

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
押
し
通
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
Ａ

君
と
一
緒
」
と
い
う
状
態
が
、

Ａ
君
自
身
に
も
、
ま
わ
り
の
子

に
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

Ａ
君
の
こ
と
を
取
り
合
え
ず

受
け
入
れ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
次
に
や
ら
せ
た
の
が
「
バ

カ
、
ア
ホ
禁
止
令
」

「
何
や
っ
て
ら
の
よ
。
バ
ガ
で

ね
え
が
」

「
バ
ガ
こ
の
。
そ
っ
た
ご
ど
で

佐

井

村
中

央

公

民

館

選

俳

句

西
谷

豊
彦

降
り
ぐ
せ
の
雨
足
強
し
稲
光
り

梅
雨
よ
り
夏
雲
へ
継
ぐ
空
の
旅

陽
炎
に
浮
く
船
影
や
津
軽
海

境
内
の
片
隅
似
合
う
濃
紫
陽
花

東
屋
も
歌
碑
も
囲
い
し
夏
霞

コ
ン
サ
ー
ト
終
え
漁
火
に
余
韻

あ
り
ス
ロ
ー
プ
に
菊
の
花
文
字
北
の

駅

浜
中

よ
ん

庭
の
葉
に
ゆ
っ
く
り
座
を
占
め

蝸

牛

右
見
て
も
左
を
見
て
も
稲
穂
揺

れ芙
蓉
花
の
朝
の
精
気
は
夕
べ
な

秋
海
棠
朝
日
集
め
て
紅
濃
く
す

秋
の
夜
の
縫
針
持
て
ば
更
け
ゆ

け
り
秋
茄
子
の
色
よ
く
漬
か
り
食
進

む

石
戸
美
矢
子

ひ
と
り
居
の
静
か
な
る
時
遠
花

火海
の
色
空
へ
連
な
る
盛
夏
か
な

風
鈴
の
音
気
に
掛
か
る
夜
の
眠

りそ
の
時
の
隠
し
味
あ
り
冷
奴

水
に
置
く
灯
籠
し
ば
し
離
れ
ざ

空
蝉
の
爪
の
脆
さ
や
秋
来
た
る

三
上

敏

文
化
館
檜
の
香
薫
る
盛
夏
な
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
檜
の
ホ
ー
ル
に
響

く
夏
燈
籠
も
齢
重
ね
て
色
う
す
し

手
を
つ
な
ぐ
孫
が
気
に
な
る
墓

参
り
逝
く
人
の
騷
め
く
如
し
盆
の
波

流
燈
の
命
の
果
の
海
へ
ゆ
く

（
恐
山
行
）

菊
池

み
や

老
鴬
の
響
く
霊
場
大
恋
う
る

熱
風
や
供
養
風
車
の
音
む
な
し

さ
ざ
波
の
湖
に
万
緑
影
沈
め

老
鴬
に
想
い
残
し
て
山
下
る

木
村
さ
ち
子

横
文
字
の
願
い
も
あ
り
し
星
祭

り夏
見
舞
再
会
約
す
お
ん
な
文
字

海
峡
を
渡
り
て
来
た
る
夏
見
舞

川
岸
キ
ョ
子

早
空
タ
イ
ル
磨
き
て
足
の
涼

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
彩
香
を
告
げ
よ

土
用
東
風

（
芥
川
龍
之
介
忌
）

大
粒
の
雨
が
土
打
つ
河
童
の
忌



ぎ

る

わ

げ

ね

え

べ
な

」

教

室

中

を

頻

繁

に

飛

び

交

う

「

バ

カ

、

ア

ホ

」

こ

れ

を

ど

う

に

か

し

な

く

て

は

、

せ

っ

か

く

一
緒

に

活

動

し

て

い

る
Ａ

君

も
、

責

め

ら

れ

て

い

る

よ

う

な

感

じ

で

ち

っ

と

も

楽

し

く

な

い
は

ず

で

す

。

そ

れ

な

ら

ば
、

こ

ん

な

人

を

傷

つ

け

る
言

葉

は

こ

の

学

級

か

ら
追

い
出

し

て
し

ま

お
う

、

と

い

う

わ

け

で

す

。

「

言

う

こ

と

は

簡

単

で

も
ノ

言

わ

れ

る
方

は

と

て

も
傷

つ

く

ん

だ

。

自

分

醂
一
言

わ

匯

む

時

乃

’一

と
を
考
え
て

ご
ら
ん
」

「
バ
カ
、
ア
ホ
」

が
影
を
ひ

そ
め
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

心
か
ら
相
手
を
責
め
る
心
が
少

し
ず
つ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
目

つ
き
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
Ａ
君
の
顔
に
も
笑
顔

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

毎
年
四
十
人
を
越
え

る
子
ど

も
た
ち
を
担
任
し
て
き
て
、
ど

ん
な
に
目
を
配
っ
て
も
Ａ
君
の

よ
う
な
册
ど
も
が
、
入
札
代
わ

り
た
ち
代
わ
り
表
れ
て
き
ま
す
。

。
す
べ
て
の
子
万
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
も
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
い
か
な
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
今
、
小
人
数
の
学

級
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
り
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
だ
ち
と

接
す
る
時
間
の
と
り
か
た
、
言

葉
の
か
け
か
た
が
み
え
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
が
楽

し
い
と
子
ど
も
だ
ち
か
ら
言
っ

て
も
ら
え
る
学
級
作
り
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
焚
き
て
憂
さ
瞶
し
け
り
半
夏

雨夏
蜻
蛉
大
群
一
気
に
村
を
抜
け

（
車
力
村
）

オ
レ
ン
ジ
色
の
木
槿
街
道
西
津

軽帯
な
し
て
青
田
を
包
む
山
田
川

草
繁
る
墓
地
の
坂
越
ゆ
村
役
場

田
名
部
ヒ
サ

虎
杖
の
木
と
な
り
蔭
の
深
か
り

紫
陽
花
の
雨
を
好
み
て
漲
れ
り

三
方
に
砲
向
け
咲
き
し
鉄
砲
百

合濁
流
の
青
樹
押
し
く
る
う
ね
り

つ
つ
合
歓
咲
く
や
看
取
る
白
衣
の
き

び
き
び
と

満
潮
の
気
水
に
浸
る
桜
蓼

短
昆
布
歌
留
多
の
如
く
干
さ
れ

居
り
華
や
か
に
垣
を
な
し
た
る
立
葵

大
石
健
次
郎

周
り
み
な
女
盛
り
や
水
蓮
花

夜
に
入
り
て
末
広
が
り
に
虫
時

雨き
ら
き
ら
と
文
才
呟
き
河
童
の

忌
（
芥
川
・
三
六
歳
自
殺
）

風
立
ち
て
鬼
蜘
蛛
巣
な
か
に
構

え
け
り

サ
ビ
タ
咲
く
山
崖
道
の
奥
深
し

短

歇
木
村
さ
ち
子

夫
逝
き
し
再
び
の
盆
近
づ
き
て

仕
度
す
叔
母
に
歌
の
戻
り
ぬ

幼
き
日
友
と
遊
び
し
砂
浜
も
バ

イ
パ
ス
と
な
り
時
移
り
ゆ
く

石
戸
美
矢
子

紫
陽
花
の
老
い
木
の
陰
に
ひ
っ

そ
り
と
水
引
草
の
咲
き
い
た
り

け
り
繋
が
る
る
綱
の
長
さ
に
自
由
あ

り
腹
這
い
し
山
羊
角
を
研
ぐ
山
羊

川
岸
キ
ヨ
子

太
陽
は
お
前
等
の
も
の
輝
け
と

二
十
歳
を
告
げ
し
孫
を
祝
い
ぬ

妻
智
恵
子
に
似
せ
た
る
像
の
愛

読
み
て
十
和
田
の
湖
へ
去
年
も

今
年
も

終
戦
日
綴
る
想
い
は
老
年
の
感

傷
な
る
か
涙
胸
に
も

姉
逝
き
て
形
見
の
品
の
エ
メ
ラ

ル
ド
心
に
鈍
き
光
放
ち
て

石
戸
美
矢
子

吾
子
の
名
を
刻
み
入
り
た
る
墓

標
み
て
三
十
余
年
は
昨
日
の
如
し

浜
中

よ
ん

秋
山
車
の
運
行
晴
れ
を
祈
り
つ

つ
草
を
取
る
手
の
弾
ま
せ
乍
ら

第

四
十

回

７１

北

美
ｆ

Ｗ

入

賞

者

絵

画

の

部

（
小

学

校

一
年

生

）

○

特

選

牛

滝

小

船

越

一

也

○

準

特

選

々

竹

内

信

子

々

船

越

幸

子

・

佳

作

々

竹
内
か
お
り

・

入

選

佐

井

小

山

本

享

（
小

学

校
二

年

生

）

○

特

選

牛

滝

小

坂

井

千

雪

○

準

特

選

々

大

畑

恭

平

・

隹

作

ク

広

瀬

加

奈

（
小

学

校

三

年

生

）

・

隹

作

牛

滝

小

坂

井

麻

子

・

人

選

佐

井

小

倉

島

悠

原

田

小

東

出

和

喜

磯

谷

小

横

浜

昌

子

ク

福
田
久
美
子

長

後

小

大
石
美
千
代

ク

細

間

伸

也

ク

大
石
和
歌
子

ク

滝
本
尚
太

牛
滝
小

竹
内
晉
司

（
小
学
校
四
年
生
）

○
準
特
選

磯
谷
小

松
本
あ
か
ね

・
隹

作

原
田
小

藤
田
良
平

・
入

選

佐
井
小

磯
川
人
美

（
小
学
校
六
年
生
）

・
隹

作

磯
谷
小

横
浜
一
男

牛
滝
小

大
畑
隆
道

（
中
学
校
一
年
生
）

○
準
特
選

佐
井
中

七
戸
祭
子

・
人

選

牛
滝
中

竹
内
公
市

（
中
学
校
二
年
生
）

・
隹

作

牛
滝
中

浜
野
英
則

・
人

選

ク

船
越
京
子

ク

中
西
友
徳

々

坂
井
一
巳

ク

長
谷
川
祥
子

磯
谷
中

新
田
真
生

（
中
学
生
三
年
生
）

○
準
特
選

牛
滝
中

坂
井
美
保

・
隹

作

佐
井
中

田
中
由
紀
子

・
入

選

牛
滝
中

竹
内
直
美

佐
井
中

伊
勢
直
樹

ク

奥
本
理
史

ク

福
田
夕
子

ク

若
山
由
加

磯
谷
中

福
田
道
弘

書
道
の
部

（
小
学
校
二
年
生
）

・
人

選

佐
井
小

吉
田
詠
美
子

（
小
学
校
三
年
生
）

・
入

選

牛
滝
小

坂
井
麻
子

々

船
越
奈
津
子

佐
井
小

渋
谷
裕
次
郎

（
小
学
校
六
年
生
）

・
隹

作

佐
井
小

正
村
裕
輝

・
入

選

長
後
小

内
田
彩
子

佐
井
小

宮
川
昌
代

ク

川
村
恵
美
子

（
中
学
校
三
年
生
）

・
人

選

福
浦
中

泉
千
恵
子



保健婦だより

いきいき介護

在宅老人介護者の

健 康 管 理

○
は

じ

め
に

介
護
者
あ
る
い
は
家
族
が
、
お
年
寄
り
の
介
護
を
続
け
な
が
ら

充
実
し
た
生
活
を
送
る
に
は
介
護
口
対
す
る
理
解
や
工
夫
は
も
と

よ
０
、
介
護
す
る
膸
の
⑤
と
か
ら
だ
が
、
健
康
で
あ
る
こ
と
万
必

要
で
す
。

現
在
介
護
な
さ
っ
て
い
る
方
今
後
介
護
を
す
る
方
口
、
自
分
の

や
っ

や
す
い
介
護
、
よ
り
よ
い
介
護
を
見
つ
け
、
介
護
を
充
実
さ

せ
る
手
が
か
り
と
し
、
ま
た
介
護
者
自
身
の
健
康
管
理
口
も
役
立

て
て
ほ
し
い
で
す
。

○
在

宅

老

人

の

介

護

の

大

半

は

家

族

の

手

に

在
宅
療
養
す
る
お
年
寄
り
の

数
だ
け
、
介
護
す
る
人
が
い
ま

す
。
た
と
え
、
公
的
機
関
か
ら

派
遣
さ
れ
る
看
護
婦
や
保
健
婦
、

ヘ
ル
パ
ー
あ
る
い
は
近
隣
の
人

た
ち
の
手
助
け
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
介
護
の
大
部
分
は
、
家

族
の
手

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
も
核
家
族
化
、
老
夫
婦

所
帯
が
増
え
て
い
る
現
在
、
一

人
で
介
護
を
担
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護

か

ら

く

る

ス
ト
レ
ス
は
い
ろ
い
ろ

介
護
は
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
干
不
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す

る
行
為
で
す
。
と
く
に
介
護
か

ら
く
る
心
身
の
ス
ト
レ
ス
に
限

界
を
感
じ
て
い
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
を
取
り
巻
く
周

囲
の
人
た
ち
（
家
族
や
血
縁
者
）

と
の
ま
さ
っ
、
介
護
者
の
苦
労

や
介
護
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な

人
た
ち
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

な
ど
も
、
介
護
者
の
心
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
同
じ
よ

う
な
境
遇
に
あ
り
な
が
ら
、
お

年
寄
り
と
心
の
通
っ
た
関
係
を

保
ち
、
自
分
の
時
間
を
作
り
出

し
、
生
活
の
中
に
介
護
を
上
手

に
と
け
こ
ま
せ
て
い
る
人
た
ち

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
完
璧
主
義

が

ス
ト
レ

ス
に

「
な
ぜ
、
も
っ
と
や
さ
し
く

で
き
な
い
の
か
し
ら
」
お
年
寄

り
に
よ
り
よ
い
お
世
話
を
、
と

思
う
気
持
ち
と
裏
腹
に
、
か
ら

だ
が
つ
い
て
い
け
な
い
、
す
ぐ

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
と
い
う

体
験
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
介
護
者
の
Ｉ
生
け
ん
め
い
な

気
持
ち
、
完
璧
主
義
が
自
分
を

苦
し
め
る
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

食
事
、
排
泄
の
世
話
、
か
ら

だ
の
清
潔
は
介
護
の
基
本
で
す

が
、
こ
れ
ら
を
短
時
間
で
上
手

に
工
夫
し
て
行
い
、
む
し
ろ
少

し
ぐ
ら
い
手
抜
き
を
す
る
く
ら

い
の
気
持
ち
が
大
切
で
は
な
い

で
し
よ
つヽ
か
。

そ
し
て
、
そ
の
残
り
の
時
間

を
自
分
の
た
め
に
有
意
義
に
使

う
こ
と
で
、
介
護
す
る
心
に
も

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

Ｏ
家

族
の

協

力

で

介

護

の

継

続
を

た
と
え
ば
、
夫
が
家
庭
の
経

済
を
支
え
て
い
る
場
合
、
仕
事

を
や
め
て
介
護
に
専
念
す
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
活
し
な
が
ら
、

介
護
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

家
族
全
員
が
協
力
し
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
と
き
に
は
介
護

を
交
替
し
て
も
ら
い
、
自
分
も

休
養
を
と
る
、
介
護
以
外
の
負

担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
家
族

で
家
事
を
分
担
す
る
な
ど
、
家

族
の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
と

＜介護をする上での悩み＞



協
力
が
、
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス

を
や
わ
ら
げ
、
介
護
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
親
せ

き
（
兄
弟
・
姉
妹
や

血

緑

者

な

ど

）

と

は

よ

い

関

係

で

す

か

兄
弟
や
姉
妹
、
親
せ
き
に
介

護
の
悩
み
を
話
せ
な
い
。
と
く

に
嫁
の
立
場
だ
と
…
…
。

こ
う
思
い
悩
ん
で
い
る
人
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
悩
み
を
話
し
た
と
こ
ろ
で

し
か
た
が
な
い
。
か
え
っ
て
関

係
が
こ
じ
れ
た
ら
…
…
」
な
ど

と
考
え
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
大

き
く
な
る
ば
か
り
。

と
に
か
く
一
度
、
話
し
を
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
で

き
る
だ
け
感
情
的
に
な
ら
ず
、

グ
チ
に
な
ら
ず
、
と
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
が
、
お
年
寄
り

の
状
態
を
報
告
す
る
よ
う
な
気

分
で
落
ち
つ
い
て
話
す
こ
と
で

す
。
Ｏ
週
に

一
度

は

「
熟

睡

デ
ー

」

介
護
者
の
健
康
に
と
っ
て
、

睡
眠
不
足
は
一
番
の
大
敵
。
で

き
れ
ば
、
週
に
一
度
は
、
介
護

を
替
わ
っ
て
も
ら
い
、
熟
睡
す

る
時
間
が
と
れ
る
と
よ
い
で
す
。

身
近
に
介
護
を
替
わ
っ
て
も
ら

う
人
が
い
な
い
場
合
は
、
短
期

保
護
事
業
、
日
帰
り
通
所
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
公
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

○
身

近
な

変

化

で

気

分

転
換

・
買
い
物
や
病
院
に
薬
を
取
り

に
行
っ
た
帰
り
道
、
と
き
に
は

公
園
の
ベ
ン
チ
で
ひ
と
休
み
、

喫
茶
店
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
な
ど

道
草
を
。

ほ
ん
の
十
五
～
二
十
分
、
緑

や
道
行
く
人
を
ぼ
ん
や
り
な
が

め
て
い
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

・
介
護
し
や
す
い
よ
う
に
と
、

服
装
は
無
頓
着
に
な
り
が
ち
。

と
き
に
は
鮮
や
か
な
色
あ
い
の

も
の
を
着
て
み
て
は
。
エ
プ
ロ

ン
を
替
え
る
だ
け
で
も
気
持
ち

が
明
る
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

・
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち
だ
と

季
節
の
変
化
に
も
疎
く
な
り
が

ち
。
部
屋
の
カ
ー
テ
ン
を
変
え

て
み
た
り
、
草
花
を
生
け
る
な

ど
、
お
年
寄
り
の
心
に
も
季
節

の
移
り
変
わ
り
が
届
き
ま
す
。

○
生
活
パ
タ
ー
ン
を
調
ぺ
て

自
由
な
時
間
を
見
つ
け
る

自
分
の
時
間
を
作
る
方
法
と

し
て
、
お
年
寄
り
の
一
日
の
生

活
パ
タ
ー
ン
を
書
き
出
し
、
次

に
介
護
者
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を

同
様
に
書
き
出
し
て
み
ま
し
よ

一
度
グ
ラ
フ
に
書
き
出
し
て

み
る
と
、
ど
の
時
間
帯
が
あ
る

程
度
自
由
に
活
用
で
き
る
か
な

ど
、
自
分
の
時
間
を
見
つ
け
る

早
道
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〔例〕寝たきりのお年寄りの場合



○
介
護
上
手
に
な
る
た
め
に

お

年

寄

り

と

の

信

頼

関

係

を

大

切
に

特
別
の
用
事
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
介
護
者
の
姿
が

見
え
な
い
と
、
す
ぐ
に
呼
ば
れ

る
。
お
年
寄
り
か
ら
目
が
離
せ

な
い
、
短
時
間
の
外
出
も
ま
ま

な
ら
な
い
…
…
…
。

お
年
寄
り
が
用
も
な
い
の
に

介
護
者
を
呼
び
つ
け
る
の
は
、

お
年
寄
り
の
心
が
不
安
定
、
心

細
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

介
護
を
上
手
に
、
そ
し
て
自

分
の
時
間
を
作
り
出
す
に
は
、

お
年
寄
り
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

信
頼
関
係
を
築
く
に
は
、
心

の
問
題
で
す
か
ら
、
「
～
す
べ

き
だ
」
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
左
図
の
例
は
、
お
互
い

の
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
参
考
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。

公
的
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

○
ま
ず
、
役
場
の
福
祉
係
へ

介
護
の
手
が
足
り
な
い
、
も

っ
と
よ
い
介
護
法
は
な
い
か
、

介
護
機
器
を
借
り
た
い
、
住
居

を
改
善
し
た
い
…
…
な
ど
、
介

護
を
し
て
い
く
う
え
で
困
っ
た

時
、
相
談
し
た
い
時
に
は
、
役

場
の
福
祉
係
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
主
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

と
そ
の
内
容

Ｉ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
事
業
（
短

期
保
護
）

介
護
し
て
い
る
家
族
が
病
気

や
出
産
、
冠
婚
葬
祭
、
事
故
や

災
害
な
ど
の
理
由
、
介
護
疲
れ

に
よ
る
休
養
や
旅
行
な
ど
私
的

な
理
由
に
よ
っ
て
、
老
人
福
祉

施
設
が
、
原
則
と
し
て
七
日
以

内
、
お
年
寄
り
を
預
か
り
ま
す
。

■
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

老
人
福
祉
施
設
で
、
お
年
寄

り
に
生
活
指
導
や
健
康
チ
エ
。

ク
、
食
事
、
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
た
り
、
体
操
や
手
作
業
、

会
話
な
ど
を
通
し
て
、
楽
し
く

一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
。
原
則
と
し
て
通

所
（
日
帰
り
）
で
す
が
、
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
に
は
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

■
入
浴
サ
ー
ビ
ス

動
く
こ
と
の
で
き
る
お
年
寄

り
に
は
、
入
浴
施
設
の
あ
る
老

人
福
祉
施
設
へ
出
向
い
て
も
ら

っ
た
り
、
寝
た
き
り
の
場
合
は

自
宅
に
浴
槽
を
持
ち
込
ん
だ
り

し
て
、
入
浴
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

家
庭
で
介
護
の
む
ず
か
し
い

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
お
年
寄
り

を
預
か
り
ま
す
。

入
所
者
の
負
担
金
は
、
本
人

の
前
年
の
収
入
や
扶
養
義
務
の

あ
る
人
の
前
年
の
所
得
税
の
額

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
役
場

の
税
務
係
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
■
訪
問
看
護

役
場
の
民
生
相
談
課
や
保
健

所
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
保
健

婦
や
診
療
所
の
看
護
婦
が
各
家

庭
を
訪
問
し
、
介
護
の
方
法
や

対
応
な
ど
、
医
療
面
や
生
活
面

を
指
導
し
ま
す
。

退
院
し
て
も
在
宅
ケ
ア
で
チ

ュ
ー
ブ
や
医
療
器
具
を
つ
け
て

治
療
を
続
け
る
。
痴
呆
が
悪
化

し
て
き
た
、
床
ず
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
…
…
な
ど
、
医
療
介
護

の
指
導
や
介
護
す
る
家
族
の
健

康
面
、
生
活
面
で
の
悩
み
な
ど

の
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

介
護
に
限
界
を
感
じ
た
時
な

ど
、
一
度
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

●できることは手伝

ってもらいましょう

身のまわりのことや
簡単な家事（洗濯物を

たたむなど）など、お
年寄りの状態にもより

ますが、手伝ってもら
えるものは、頼んでみ

ては。

お年寄りに、自分は
家族にとって必要な一

員だという実感をもっ
てもらいましょう。

●家庭の中で

孤立させない

生活のにおい
のない１人の部
屋では孤独感を
つのらせ、不安
を感じるもので
す。できるだけ
家族の姿の見え
る場所をお年寄
りの生活の場
に。

●外出するときは

具体的 に

「ちょっと出かけて

きます」といった抽象

的 な表現 で は な ＜、

「スーパーに買い物に

行ってきます」「病院

に薬 を とりに 行き ま

す」というように、具

体的なことばで伝える

ほうが不安を和らぐこ

ともあるようです。



腰 痛・肩 こ り を 予 防 す る 体 操

●介護をする前に、介護のあい間に●

■ ④ か ら だ の 側 屈

①タオルを両手で上にもったまま、ゆっく

りと左側に上体をたおす。両手の間隔は肩

幅よりやや広げる。

この時、足は動かさず、ウエストから胸

にかけての部分をできる限り、伸ばす。

②ゆっくりと上体をおこし、右側も同様に

行う。

圜 ⑧ か ら だ を ね じ る

①タオルを両手でもったまま（肩幅よりや

や広げる）、ゆっくりと上体を左側にねじ

る。

足は動かさず、ウェストから胸にかけて

の部分をできる限りひねる。

②右側も同様に行う。

■ 背 す じ を 伸 ば す

テーブルや流し台のような安定がよく、重

いものを使います。

①上端に手をついて、深＜腰を落として、

しゃがむ。この時あごをひいて、顔をなる

べく胸にひきつける。

②腰から背中にかけての筋を伸ばす。

■ ④ あ ぐ ら を か い て

①あぐらをかき、そのまま右ひざだけ立て

る。

②両足をできるだけからだに引き寄せ、右

腕を上にして両手を背中で組む。この時、

右腕のひじから腰までの線が一直線になる

ようにする。

③組んだ両手をひっぱりあって、腰をピン

と張る。

④左腕も同様に行う。

■ ⑧ 正 座 し て

①正座して、手を腰のうしろで組み、下へ

ひっぱりながら、胸を広げ、首はできるだ

け上に伸ばす。

②組んだ手をゆっくり上へ向け、息をはき

ながら、前に倒れる。

■ 全 身 の 倦 怠 感 解 消 に

①しっかりした壁に向かって立ち、両足を

前後に開き、壁面に両手をつく。

②この姿勢のまま６～１０秒、全力の６割ぐ

らいの力で壁を押す。

８
日
用ぐ

１５
日
㈲

健
康
相
談
日

２２
日
㈲

受
付
時
間

２９
日
㈲

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

１０
日
水

健
康
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
間

午
前
９
時
～
午
後
２
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

１２
日
窗

磯
谷
成
人
病
教
室

時
間

午
後
６
時
～
９
時

場
所

磯
谷
漁
民
セ
ン
タ
ー

１８
日
米

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

匸

お
さ
い
ホ
ー
ル
）

２３
日
㈹

矢
越
成
人
病
教
室

時
間

午
前
９
時
３０
分
～

場
所

矢
越
生
活
改
善
セ
ン

２６
日
窗

乳
児
健
康
相
談

離
乳
食
調
理
実
習

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象

平
成
２
年
２
月
～
６

月
生

口

盲

震

ぐ

３１
日
水

福
浦
成
人
病
教
室

時
間

午
前
９
時
３０
分
～

場
所

福
浦
生
活
改
善
セ
ン

未来をみ二）める

きれいな目



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

交

通

安

全

家

族

会

議

古
佐
井

山

本

正
さ
ん
宅

家族構成

正

６５
歳

や

え

６２
歳

悛

広

３７
歳

愛

子

３９
歳

夏

子

小
五

佳

子

小
一

会

ご
め
ん
く
だ
さ
い
。

や

さ
あ
、
ど
う
ぞ
。

賍

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

会

正
さ
ん
は
オ
ー
ト
バ
イ
を

運
転
し
て
い
ま
す
ね
。

正

そ
う
で
す
。
昔
四
輪
の
免

許
取
っ
た
け
ど
、
申
請
し
な

い
で
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
オ
ー
ト
バ
イ
は
二
十

年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
な
。

や

私
も
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る

ん
で
す
。

会

ま
あ
そ
う
で
す
か
。
い
つ

も
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
の

し
か
見
て
な
か
っ
た
も
の
で

す
か
ら
。
失
礼
し
ま
し
た
。

正

大
間
警
察
署
で
取
り
ま
し

た
。

俊

ぼ
く
は
四
十
六
年
に
む
つ

で
取
り
ま
し
た
。
二
～
三
年

前
ま
で
は
無
事
故
無
違
反
で

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
も
っ
て
た
ん
で

す
が
、
あ
る
車
を
追
い
越
し

て
失
い
ま
し
た
。

会

ま
あ
、
そ
れ
は
残
念
で
し

た
。
で
も
事
故
で
な
か
っ
た

か
ら
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。家
の
前
は
ダ
ン
プ
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
往
来
し
ま
す
が
。

正

そ
う
で
す
。
左
の
方
は
見

通
し
が
良
い
の
で
す
が
、
右

が
カ
ー
ブ
で
ち
ょ
っ
と
見
え

な
い
ん
で
す
ね
。
で
も
な
だ

ら
か
な
カ
ー
ブ
だ
か
ら
、
車

も
ス
ピ
ー
ド
落
と
さ
ず
に
走

り
ま
す
。

や

家
の
前
が
そ
う
だ
か
ら
、

孫
た
ち
も
立
ち
止
ま
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

会

薬
研
へ
行
く
道
路
だ
か
ら

車
は
ど
う
で
す
か
。
か
も
し

か
ラ
イ
ン
は
大
型
バ
ス
が
山

を
回
っ
て
通
っ
て
き
て
い
ま

す
が
。

正

こ
ち
ら
は
乗
用
車
ば
か
り

で
す
よ
。
ま
だ
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。

会

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん

ね
。
夏
子
ち
ゃ
ん
た
ち
、
学

校
へ
行
く
と
き
は
？

俊

家
で
は
ケ
ン
カ
し
て
い
て

も
、
外
に
出
る
と
ち
ゃ
ん
と

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄

県内の交通事故概況

（ ）内は前年。累計は１月から

Ｏ 飲酒運転による死者は、死者全体の２９％

○ シートベルトを着けていないと、４倍の死亡率

シートベルト しめる心が 身を守る



手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
ま

す
。

会

仲
よ
く
ね
。
春
は
佳
子
ち

ゃ
ん
の
お
迎
え
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

正

や
は
り
小
さ
い
か
ら
気
に

な
っ
て
ね
。

や

大
瀬
戸
の
ア
ル
ザ
ス
に
行

く
と
こ
ろ
が
あ
ぶ
な
い
で
す

ね
。
車
が
横
切
っ
て
走
っ
て

行
く
の
で
。

会

そ
う
で
す
。
あ
そ
こ
で
事

故
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

ス
ト
ッ
プ
坊
や
も
立
て
て
注

意
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

賍

あ
そ
こ
は
倉
庫
を
ほ
ご
し

て
広
げ
る
み
た
い
で
す
。
そ

れ
か
ら
色
々
と
取
り
っ
け
て

い
く
み
た
い
で
す
。

や

早
く
や
っ
て
く
だ
さ
れ
ば

ね
。

会

保
育
所
に
取
り
つ
け
た
ス

ト
ッ
プ
坊
や
、
見
て
い
る
子

供
た
ち
は
ど
う
で
す
か
。

愛

や
は
り
目
に
つ
い
て
い
ま

す
。
文
字
を
書
く
よ
り
理
解

し
や
す
く
て
、
見
な
が
ら
色

々
言
っ
て
い
ま
す
よ
。
子
供

た
ち
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

会

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
で
止
ま

っ
て
い
ま
す
か
。

愛

立
ち
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
遊
び
に
夢
中
に
な
る
と
、

い
く
ら
頭
に
入
っ
て
い
て
も

だ
め
で
す
ね
。

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
つ
け

て
何
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す

か
。

会

も
う
八
年
く
ら
い
に
な
り

ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
何
か
気
づ
い
た

と
こ
ろ
は
？

悛

運
転
し
て
い
る
と
、
結
構

危
な
い
所
あ
る
し
て
の
。
石

沢
さ
ん
の
十
字
路
で
太
田
さ

ん
側
か
ら
出
る
時
に
見
通
し

悪
く
て
。

や

私
も
前
に
自
転
車
乗
っ
て

い
て
、
も
う
少
し
で
小
学
生

に
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

会

あ
そ
こ
も
見
通
し
が
悪
く

て
。
ど
ち
ら
も
見
え
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
が
欲
し
い
で
す
ね
。

今
度
調
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

正

東
出
ガ
ス
屋
さ
ん
の
所
も

少
し
出
な
い
と
見
え
な
い
ね
。

悛

小
学
生
は
ま
だ
い
い
け
ど
、

中
学
生
は
ど
ご
さ
げ
自
転
車

乗
っ
て
い
て
。
お
れ
達
が
中

学
生
の
時
は
免
許
証
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
な
い
と
乗
ら
れ

な
か
っ
た
よ
。
学
校
に
乗
っ

て
い
っ
て
も
よ
く
て
さ
。

会

い
つ
頃
の
こ
と
で
す
か
。

悛

何
年
頃
だ
っ
た
か
な
。
中

学
生
の
時
か
か
ら
。
一
年
に

一
回
面
接
試
験
が
あ
っ
て
、

大
間
警
察
署
か
ら
来
て
い
た

愛

そ
う
い
え
ば
昔
は
自
転
車

置
場
が
あ
っ
た
も
の
。

会

自
転
車
通
学
で
き
た
ん
で

す
か
。

や

だ
け
ど
赤
坂
で
ス
ピ
ー
ド

つ
け
て
お
り
て
き
て
、
危
な

く
て
中
止
に
な
っ
た
ん
だ
い
。

昔
の
土
の
道
で
デ
コ
ボ
コ
道

で
さ
。

愛

昔
は
先
生
も
生
徒
も
一
緒

に
な
っ
て
歩
い
た
も
の
。
だ

け
ど
今
は
車
だ
か
ら
ね
。

や

歩
く
人
も
講
習
受
け
た
方

が
い
い
の
で
は
。
私
も
オ
ー

ト
バ
イ
の
免
許
取
る
ま
で
は

ど
こ
で
も
よ
く
歩
い
た
け
ど
、

教
習
を
受
け
て
か
ら
気
を
つ

け
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
し

て
。
み
ん
な
も
勉
強
し
た
方

が
自
分
の
た
め
に
も
な
る
し

て
の
。

悛

東
京
の
方
は
道
路
に
標
識

も
標
示
も
つ
い
て
る
け
ど
、

こ
ち
ら
の
方
は
狭
く
て
見
づ

ら
い
し
、
ま
た
観
光
客
も
危

な
い
の
。

会

そ
う
で
す
ね
。
い
つ
も
混

ん
で
く
る
と
危
な
い
な
と
見

て
ま
す
。

愛

と
こ
ろ
で
歩
道
橋
は
自
転

車
で
通
っ
て
い
い
ん
で
す
か
。

駐

は
い
。
歩
道
橋
を
通
っ
た

方

が
危
な
く
な
く
て
。
た
だ

し
押
し
て
通
ら
な
い
と
。

会

ま
だ
橋
の
方
を
歩

い
て
い

る
人
が
い
て
危
な
い
で
す
ね
。

正

そ
れ
に
道
路
に
出
て
い
る

木
、
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
本
も

切
っ
た
方
が
い
い
ね
。

会

そ
う
で
す
ね
。
通
行
の
邪

魔
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
ポ
ピ

ー
さ
ん
の
所
も
車
が
ど
ん
ど

ん
通
っ
て
き
て
非
常
に
危
な

く
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
に
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
今
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交 通 事 故 死 ゼ 囗

２

，

５ ０ ０ 日 を 達 成

村民のみなさんの交通安

全に対する協力 により、去

る８月３０日で交通事故死ゼ

ロ２，５００日 を達 成するこ と

ができました。

この記録は、継続中の記

録としては県内第５位とな

ります。

これを記念して、このほ

ど県警本部長から感謝状が

贈られました。

今回の表彰 を期に、これ

からも３千日、４千 日と新

たな目標 に向けて、村民が

一丸となり、交通安全運動

に取り組 んで行きましょう。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

登０１７７－２３－２３７９

財産を相続したときは
財
産
を
相
続
し
た
と
き
に
は
、

財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
相
続
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
場

合
な
ど
に
は
相
続
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
正
味
の
遺
産
額
が
基

礎
控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ
配
偶
者
の
税
額
軽
減
Ｖ

配
偶
者
が
取
得
し
た
正
味
の

遺
産
額
が
八
千
万
円
ま
で
が
、

正
味
の
遺
産
額
の
二
分
の
一
ま

で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
に
は
相

続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

入
未
成
年
者
控
除
Ｖ

相
続
人
が
未
成
年
の
場
合
は
、

二
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年
数

各
一
年
に
つ
き
六
万
円
か
控
除

さ
れ
ま
す
。

Ａ
障
害
者
控
除
▽

相
続
人
が
心
身
障
害
者
の
場

合
は
、
七
十
歳
に
達
す
る
ま
で

の
年
数
各
一
年
に
つ
き
六
万
円

（
特
別
障
害
者
の
場
合
は
十
二

万
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

１ ０
月
３ １

日 は

村 県 民 税（３期）固 定 資 産 税

（３期）の 納 期 限 で す

＝納期内納付にご協力ください＝

年

金

の

請

求

も

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

年

金

は

、

支

給

要

件

が

そ

ろ

え

ば
受

け

取

る

こ

と

が

で

き

ま

す

０ ０

か
し

｀

默

゜
て

い

て

は

｀

い

つ

ま

で

経

っ

て

も
受

け

取

れ

ま
せ
ん
。

市
町
村
役
場
で
は
、
数
多
く

の
加
入
者
全
員
に
つ
い
て
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た

か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。

そ
こ
で
、
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
金
を
受
け
る
人
が

市
町
村
役
場
に
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ぶ
雨
求
な
く

し
て
年
金
な
し
″
で
す
。

年
金
は
、
請
求
す
る
権
利
が

時
効
で
消
滅
し
な
い
か
ぎ
り
い

つ
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
時
効
は
、
年
金
を
受
け

る
権
利
は
五
年
、
死
亡
一
時
金

を
受
け
る
権
利
は
二
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

年
金
の
請
求
方
法
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
民
生
相
談
課

国
民
年
金
の
係
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

国民年金 の納付 組織に

加 入し ましょ う

サラリーマンの厚生年金保
険料や、公務員の共済組合掛
金は、給与から天引きされる
ので安心ですが、自営業者な
どの国民年金保険料は自主納
付のため、ともすれば納め忘
れも考えられます。
そこで、納め忘れを防ぎひ
とりひとりが納めに行く手間
を省くために、地域の人達が
結集したのが「国民年金保険
料納付組織」です。
この納付組織は○○納税貯
蓄組合や○○婦人部などの名
称で、係の人が個々の事情に
合わせて集金をしてくれるな
ど、何かと便利です。
あなたも、国民年金の納付
組織に加入して、保険料を完
納しましょう。

１０月は国民年金制度

推進月間です

この機会にあなたの

「年金」を、もう一度

確認ください。



出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
匸
と
ろ
か
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
こ
ろ
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事

故

見

舞

金

制

度

で

大

き

な

安

心

を

事
故
見
舞
金
制
度
と
は
、
出

稼
労
働
者
お
よ
び
留
守
家
族
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
県
と
市

町
村

が
つ
く
っ
た
出
稼
協
会
で

行
う
互
助
制
度
で
す
。

出
稼
ぎ
し
て
い
る
方
や
、
こ

れ
か
ら
出
稼

ぎ
し
よ
う
と
す
る

方
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。加
入
し
た
方
は
、
出
稼
中
い

つ
、
ど
こ
で
災
害
に
あ
っ
て
も

見
舞
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
村
で
負
担
し
ま
す

の
で
無
届
で
就
労
さ
れ
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
す
る
方

は
、
就
労
先
を
役
場
（
民
生
相

談
課
・
住
民
係
）
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▲
見
舞
金
早
見
表
▼

※
詳

し
く
は
、
民
生

相
談
課

に
お
問
合

せ
く
だ

さ
い
。

舞
茸
と
い
う
き
の
こ
は
、
そ
れ

を
見
つ
け
た
と
き
に
、
喜
び
の
あ

ま
り
舞
い
踊
る
の
で
、
こ
の
名
が

付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
舞
茸
も
、
最
近
は
、
栽
焙
物
が

出
回
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
山
に
、
自
然
の
き
の
こ
を

採
り
に
行
く
の
は
楽
し
い
も

の
で
す
。
特
に
、
こ
の
と
こ
ろ

の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
・

ブ
ー
ム
で
、
き
の
こ
狩
り
も

盛
ん
で
す
。
採
っ
た
き
の
こ

を
、
野
外
で
調
理
し
て
食
べ

る
の
も
い
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
毒
き
の
こ
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
昨
年
、
き

の
こ
に
よ
る
中
毒
は
、
全
国
で
五

十
三
件
発
生
し
、
二
百
十
七
人
が

発
病
、
四
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

毒
き
の
こ
の
見
分
け
方
に
つ
い

て
、
縦
に
裂
け
る
も
の
は
大
丈
夫

と
か
、
色
の
毒
々
し
い
も
の
は
危

険
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

例
外
は
あ
り
ま
す
し
、
地
方
に
よ

っ
て
は
き
の
こ
の
名
前
が
違
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
に
詳
し

い
人
と
一
緒
に
行
く
か
、
採
っ
た

も
の
を
鑑
定
し
て
も
ら
い
ま
し
よ

う
。
素
人
判
断
は
危
険
で
す
。

地
元
の
人
は
、
き
の
こ
狩

り
に
か
ご
を
持
っ
て
い
く
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
採
っ
た
き
の
こ
に
つ
い

て
い
る
胞
子
が
、
探
し
回
っ

て
い
る
間
に
、
か
ご
の
ス
キ

間
か
ら
地
面
に
落
ち
て
、
ま

た
来
年
、
き
の
こ
が
出
て
く
る
よ

う
に
す
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。
自

然
を
大
切
に
す
る
心
遣
い
な
の
で

す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
十
月
の
行
事
に
。

「
全
国
育
樹
祭
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
森
や
樹
木
を
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
の
育
樹
活
動
を
よ

り
活
発
に
し
、
豊
か
な
国
牛
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
年
は
十
四
日
、
山
梨
県
・
鳴
沢

村
で
行
わ
れ
ま
す
。



ア

メ

に

は

大

根

お

ろ

し

を

コ
ー
ヒ
ー
や
お
酒
な
ど
を
、

お
気
に
入
り
の
ブ
ラ
ウ
ス
や
ズ

ボ
ン
に
こ

ぼ
し
、
染
み
を
つ
く

っ
て
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
多
く

と
方
が
お
も
ち
で
し
ょ
う
。

染
み
抜
き
の
基
本
的
な
応
急

手
当
て
は
、
染
み
の
部
分
の
下

に
タ
オ
ル
な
ど
の
厚
手
の
布
地

を
当
て
、
水
で
濡
ら
し
た
布
か

ブ
ラ
シ
で
、
染
み
の
周
り
を
た

た
い
て
、
汚
れ
を
下
の
布
地
に

移
し
ま
す
。
手
早
く
水
で
た
た

き
移
せ
ば
、
た
い
が
い
の
染
み

は
落
ち
ま
す
。

や
っ
て
い
け
な
い
の
は
、
染

み
を
ゴ
シ
ゴ
シ
と
こ
す
る
と
こ

と
。
繊
維
の
中
に
逆
に
汚
れ
が

染
み
込
む
だ
け
で
す
。

お
酒
の
染
み
は
、
付
い
た
ら

す
ぐ
に
（

ン
カ
チ
に
ぬ
る
ま
湯

を
染
み
込
ま
せ
、
た
た
く
よ
う

に
し
て
ふ
き
取
り
ま
す
。
取
れ

に
く
い
お
酒
の
染
み
は
、
水
八

・
酢
酸
一
・
ア
ル
コ
ー
ル

ー
の

割
合
の
染
み
抜
き
液
を
作
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
液
で
染
み

を
つ
ま
み
洗
い
す
る
か
、
布
に

液
を
染
み
適
ま
せ
、
た
た
い
て

ふ
き
取
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
は
染
着
力

が
強
い
の
で
、
洋
服
な
ど
に
こ

ぼ
し
た
ら
、
裹
に
厚
手
の
布
地

を
あ
て
が
い
、
水
で
手
早
く
た

た
い
て
ふ
き
取
る
こ
と
。
あ
る

い
は
、
糖
水
の
入
っ
て
い
な
い

炭
酸
水
を
布
に
た
っ
ぷ
り
も
含

ま
せ
、
同
じ
要
領
で
下
の
布
地

に
た
た
き
移
し
ま
す
。

果
汁
の
染
み
は
、
ほ
う
っ
て

お
く
と
茶
色
に
な
っ
て
残
り
ま

す
。
す
ぐ
に
濡
れ
タ
オ
ル
で
つ

ま
め
ば
落
ち
ま
す
が
、
時
間
が

た
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ホ
ウ
酸
水

か
、
大
き
め
の
コ
ッ
プ
一
杯
に

ア
ン
モ
ニ
ア
小
さ
じ
一
杯
の
ア

ン
モ
ニ
ア
水
を
布
に
含
ま
せ
、

汚
れ
を
下
の
布
地
に
た
た
き
移

し
、
後
を
水
洗
い
し
ま
す
。

ア
メ
の
染
み
は
、
大
根
お
ろ

し
を
使
い
ま
す
。
大
根
お
ろ
し

を
ガ
ー
ゼ
に
包
み
、
染
み
の
部

分
を
た
た
く
と
、
大
根
に
含
ま

れ
る
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
が
ア
メ
を

溶
か
し
、
染
み
を
取
り
や
す
く

し
ま
す
。
後
は
水
で
絞
っ
た
夕

オ
ル
で
ふ
き
取
り
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
脂
肪
分
が

多
い
の
で
、
濡
れ
タ
オ
ル
で
染

み
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
つ
ま
み
取
っ
た
後
、

ベ
ン
ジ
ン
を
布
に
つ
け
て
、
た

た
い
て
汚
れ
を
取
り
除
き
ま
す
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
の
イ
ン
ク
は
、

ま
ず
イ
ン
ク
の
つ
い
た
表
面
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
当
て
ま
す
。
そ

し
て
裏
側
か
ら
、
無
水
ア
ル
コ

ー
ル
と
ベ
ン
ジ
ン
を
ご
∵

七
の

割
合
で
混
ぜ
て
作
っ
た
液
を
脱

脂
綿
に
含
ま
せ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

に
た
た
き
移
す
と
取
れ
ま
す
。

イ
ン
ク
の
染
み
は
、
レ
モ
ン

の
漂
白
効
果
を
利
用
し
ま
す
。

染
み
の
部
分
を
、
レ
モ
ン
の
切

れ
端
で
こ
す
り
、
そ
の
後
を
水

洗
い
し
ま
す
。
こ
れ
を
何
度
も

繰
り
返
す
と
薄
く
な
り
、
目
立

だ
な
く
な
り
ま
す
。

染
み
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、

素
人
の
手
に
お
え
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

専
門
家
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。

満１歳になる
赤ちゃんを

一
掲載しています

満１歳になる前の月の１５日ま

でに、役場総務課まで連絡く

ださい。

火 事 ・ 緊 急 の 場 合 は

‘１‘１９ 番 ヘ

サイレンの試験日は

毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 ８３８―２２６６

戸 籍の窓口
９月１７日現在－

○ お 誕 生 お め で と う

田中美冴（秀博）福 浦

吉浦典希（義直）磯 谷

○ ご 結 婚 お め で と う

｜山 田 智 彦（東京都）
宮 川 美智子（古佐井）

（渡 邊 幸 藏（益田市）
坂 井 昭 子（牛 滝）

｜皆 野 浩 之（むっ市）
田 中 要 子（福 浦）

｜伊 藤 浩 人（大間町）
坪 谷 夕 子（川 目）

（磯 川 等（：大佐井）
成 田 久美子（青森市）

坂 井 久（牛 滝）Ｃ
ｊヽ 島 章 子（浜松市）

中 村 弘 喜（原 田）Ｃ
ｊヽ笠原 綾 子（矢 越）

○ おく やみ申し上げます

館脇 俊逸（真 悟）大佐井

長谷川 巌（はな子）牛 滝
三戸 良藏（良 一）大佐井

８月３１日現在人口（前月比）

男 １，８５２（＋１）

女 １，８９３（＋６）

計 ３，Ｚ∠１５（十フ）

世帯数 上１個 （＋２）
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